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るO 著者はこの研究に用いた CEC-21-103C型質量分析計のイオン源電源部が低エネルギ- イオン化を
行なうのに不適当であることを指摘し, 通常示されている出現電圧よりもかなり低い電圧を用いた場合で






ついて調べている｡ 著者は保証純度 99.90%のエチレンを用いて研究を行ない, 質量スペクトルにおける
C 3 以上のピークの高さが試料圧と比例関係にあることから, C 3 以上のピ- クは不純物によるものとし,
またメタンおよびエタンはそれぞれ m/e16および30のピーク高さからそれぞれの量を算出し, このよ
うにしてメタン, エタン, プロピレン, プロパン, ジアセチレソ, ビニルアセチレン, ブタジエン, ブチ
レンの含量を決定し, 保証純度が間違いないことを明らかにしている｡
一万, m/e39,41などのピ- ク高さは試料圧との間に直接的関係がなく, イオン源内での再配列 (イ
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トルに見られる H2+ピークは非常に揺動し易く定量の対象となし難いものである｡ 著者は H' とH2'
のピーク高さをエチレン導入後なるべく速い繰返し走査を行なって追跡し, エチレン圧の影響, エチレン
の代 りに水素を用いたときの比較などから




第 5 章はエチレンの低エネルギーイオン化スペクトルについて検討し, イオン ･分子間反応について新
しい知見を加えているものである｡ m/e28 に対するm/e26,27の相対強度は試料圧に無関係であるが,
m/e41,55の相対強度は試料圧の低いところで急激に低下し複雑な関係を示している｡ またm/e41,55
はイオン化電圧9.0でも検出され, その相対強度は約 11V で最も大きくなるが, m/e26,27は 10-
11V ではじめて検出可能となる｡ このような結果をもとにして著者は次の反応を推論している｡
C2H3++C2H4 - C4H7+- C3H 5++CH2:
C2H3･+C2H4+- C4H7+- C3H5++CH2:
第6章は質量分析においてしばしば問題とされる水分の存在に起因する特異現象について検討したとこ






その他によって存在している成分の脱離が見られ, これ以上の温度では熱分解が起 り, 分解はメチル基の
多いものほど顕著である｡ 水, 炭酸ガスなどは高, 低圧ポリエチレンでは高温加熱域で発生し, 高分子中
の >C-0 または -OHの脱離がその原因と考えられることを示している｡
第8章は大気中の不純物を液体窒素 トラップに採取し, 分析した結果を述べたものである｡ 炭化水素以
外にも多種類のイオウ化合物の存在が推定され, あわせて質量スペクトルから推定される多数の化合物を
示し, なお成分の種類については工場近傍と住宅地とで大きな差異はなかったと述べている｡



























諸問題の原因を究明し, これらに伴なう多くの難点に解決の指針を与え, 高純度炭化水素の分析, 高分子
分解物による高分子構造の研究, 大気中の微量物質の探査など多くの面に有用な新知見を加えているもの
であっそ学術上 工業上寄与するところがすくなくないO
よって, 本論文は工学博士の学位論文として価値あるものと認める｡
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